
揺るぎない自信と自由な生活 

 

劣等コンプレックスと不自由な生活 
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こころのコーヒータイム  
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約 2,200 年前、地球の大きさを棒と太陽だけで計算した人物は？ 

① エラトステネス  ② プラトン  ③ アルキメデス  

 
雑学問の扉 
アドラー心理学②  
～劣等感～ 

 判明したところでお誘い LINE してみようかな。私は友だち 100人いらないな。それが私の人間性に等しいわけじゃないモンね～😈 

 

アドラーは元々は眼科医でした。                  その後、内科医になったアドラーの
患者たちは身体的なハンディを                       持っているプロレタリアが多く
いました。アドラーは、そんな人達がそれぞれのハンディに合わせたやり方で生活している姿を見
て「人は劣った部分を補おうとする力がある」ことに気づいて精神科に転科しました。 

劣った部分そのもの＝劣等性 → 劣等感(劣等性に対して持つ感情) 

ハンディを克服する工夫と努力 

 

成長や変化を避ける言動 

 

材料 
市販の鍋用鶏団子・冬瓜・チンゲン菜
ニンジン・シメジとかマイタケとかの
キノコ類・青ネギ  
スープ：鶏ガラスープの素・醤油  

お好みでおろし生姜  

冬瓜の
具沢山

スープ

材料の量は 

お好みでネ❤ 

違うとおもう

古代の人は宇宙をどう理解してきたのでしょう。 
不思議なことに、 

今のように科学もインターネットもない時代 
にもかかわらず、 

どの国の人も「地球が宇宙の中心で静止」しており 
太陽や月などの天体のほうが 

地球の周りを回っているという共通した考えを持っていました。 

yo

古事記では別天津神(ことあまつかみ)が、 
キリスト教では創造主(主イエス)が、イスラム教 

では絶対神(アッラー神)が、どのように世界を 
作ったと書かれているかを知ると、 
古代の人々が 1400年もの長い間、 

天動説を信じ続けていた心理も 
納得できます。 

 

もし地球が動いて
いるなら、真上に石
を投げると地球に
立っている私の後
ろに落ちるはずだ。 

アリストテレスの 
天動説哲学的理論 

 

劣等コンプレックスの状態に陥ると、  
言い訳ばかりして  

  誰とも関わろうとしなくなり、  
変化を恐れて  

 自分の殻に閉じこもろうと  
してしまう 。  

自分に合う環境になるのを待ったり 
探したりするのではなく、 

自分から自分を適応させる為の 
変化に挑んだとき、 

初めて人は成長していく、 
アドラーはこれを「努力」と定義しました。 

人
間
の
脳
は
自
分
を
中
心
に
物
事
を

把
握
し
よ
う
と
す
る
ん
だ
。
主
観
的
な 劣等感は誰もが持っている  

自然な感情であり、  
適度な劣等感が  

《 もっと良くなりたい 》 という
無意識下での《 優越性の追求》

に繋がっていく。  
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